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害的なものが混在していることも明らかにした。研究 2（第 9章）では研究 1の結果を踏まえ，
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家族，友人，医療従事者，同病者からの疾患特異的サポートを測定する糖尿病患者用サポート環
























































 本研究の知見は多岐にわたるが、評価すべき第 1 の点は、糖尿病者に対する新たなソーシャル・
サポート尺度を作成した点にある。従来の糖尿病におけるソーシャル・サポート研究では、家族、友













 第 3 の点は、糖尿病の問題を病者個人ではなく、病者とその配偶者という夫婦関係から詳細に検
討した点にある。この視点自体は従来の研究にも認められるが、関係を捉える際には一般の夫婦関
係や家族関係の測定尺度を用いており、また、糖尿病者の回答のみを扱っていた。本研究では、食事
療法への取り組みといった糖尿病特有の行動に絞って夫婦関係を査定し、また夫婦双方から回答を
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得ることで、より実態に即したデータを扱った点で独創的である。また、これにより分類した夫婦
類型により、健康指標や適応指標等が異なる結果を得、家族のサポートの中でもとりわけ配偶者サ
ポートの重要性を指摘しえた。 
 このほか、詳細で幅広い先行研究の整理、各研究結果の性差に対してのジェンダーの観点からの
論考、食事関連行動に対する否定的態度尺度の開発、なども評価に値する。 
 本研究の限界としては、対象者が主として医療機関に通院し研究参加に応じた者に限られるなど
知見の一般化にやや難のある点、夫婦の食関連行動に収斂し、他の家族員との相互作用や病気に関
連する多様な行動を扱いきれなかった点などが挙げられる。また、文章の冗長さなどの若干の表現
上の問題がある。しかし、糖尿病者の対人関係の領域に、独創的な視点から多角的に踏み込み、種々
の知見を積み重ね、糖尿病者の健康や適応におけるソーシャル・サポートや夫婦関係の重要性を示
した点は十分な評価に値するものである。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
